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１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

事後評価

見込み・確定の別

H　　年　月

30 －

21

－

※フォローアップの必要のある指標について記入

％ 25

1年以内の
達成見込み

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

見込み・確定
の別

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

△

指　標 従前値 目標値

指標１
市民病院の通院所要
時間の満足度

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

―

R4年8月×

1年以内の
達成見込み

――

総合所見

転院した後、旧病院跡地の周辺を
中心に市内巡回バスを運行開始し
たことで一部の交通不便地からの
利用者の通院所要時間の改善を
図った。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

市民意識調査によ
る調査項目から削
除したことで評価し

難い

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

安全性満足度は未達成であった
が、不満足度が減少するなど満足
度評価点の向上が見られた。

指標４
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標２
歩行者にとっての道
路の安全性満足度

％ 18

指標３

19 －17

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標１

指　標 従前値

指標５

H　　年　月
その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策
・残された課題・新たな課題への
対応策
・その他　必要な改善策

地域住民のまちへの愛着の醸成や健康の維持・向上

具体的内容 実施時期

今後の課題　その他特記事項

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

健都レールサイド公園及び健都ライブラリーにおいて、定期的か
つ継続的な健康づくりプログラムの提供を行った。

実施した結果

イベントを通じて防災に対する地域住民の理解が
深まった。

健都レールサイド公園及び健都ライブラリーにおいて、定期的か
つ継続的な防災関連イベントを開催した。

実施した具体的な内容

令和４年度実績は約1,500件と、目標を大きく超えて
達成し、地域住民が身近に利用できる空間の創出
が図られている。

・成果を持続させるために行う方
策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

地域における防災に対する理解や満足度の更なる向
上

事後評価シート　添付様式5－③から転記


